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一般社団法人 地域創生連携活動コンソーシアムとは？

弊社団は、
地域間の連携と様々な地域資源の活用を基軸として、
地域活性化を支援するコンソーシアムとして
2016年に設立されました。

 「国土の7割を占める森林資源への危機感」
事業開始の出発点でもある、林業地と都市部の木の使い手た
ちの新しい関係づくりの場づくり

 「未来のために汗をかく地域を横断した有志の連携」
ひとつの地域では変えられない、前例の無い新しいことを、連
携と競争の中で実現していく

 「地域に本当に必要な『政策』を見定める異業種集団」
地域が抱える問題を整理し、課題を見出し、本当に必要な地
域政策を見定める起爆剤としての異業種の人々が集う場づくり
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2019年度からの新たな飛躍

 2016年度の創業時から2018年度までは、「自治体＋

森林組合」による資本参画を主体とした地域連携型コ
ンソーシアム事業を展開してきました

↓
しかし、2018年度をもって智頭町・智頭町森林組合、

小国町・小国町森林組合が事業を完了しました

↓
そのため、2019年度からは、「特定地域を結ぶ連携か

ら、西日本を中心に課題を抱える地域、人、資源を幅
広く繋ぐ地域創生連携活動コンソーシアムへ」へと大き
くスタイルが変わります
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2019年度からの新たな飛躍

 鳥取県智頭町、智頭町森林組合、
熊本県小国町、小国町森林組合の
事業参画を得て創業
（2016年4月設立）

 西日本の活性化に軸足を置いた「地
方創生」を「地域の連携活動」によっ
て実現するプロジェクトを実践

 大阪富国生命ビル4階に智頭杉と小

国杉のショールームとしての「林業地
連携ラボ」を展開

 西日本の中心たる大阪梅田に歴史
ある林業地の雄が集い、繋がり、地
域資源を活用しながら、ひとつの地
域では変えられないことも、連携と
競争の中で実現していく事業体とし
て3年の事業展開を実施してきた

事業第1ステージ(FY2016-2018) 事業第2ステージ(FY2019-)

 地域、森林組合による参画事
業が終了

 政策科学、土木、建築、マーケ
ティングなどの専門家が集う異
業種集団として改組

 事業の原点に立脚した「山と都
市を直結させる」木材流通の新
しい仕掛けづくりの推進

 大阪の歴史ある林業地である
豊能町に根を下ろし、林業だけ
でなく「地域の社会経済振興」
に貢献することを目指す
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新たな事業テーマの追加

コアキーワード：「林業」 （Since 2016-）
「山と都市を直結させる」

木材流通の新しい仕掛けづくり

「地域経済活性化」 （Since 2019-）
地域を支える様々な中小企業の支援を通じて

地域そのものの持続可能性を高めていく仕掛けづくり

「地域政策活性化」 （Since 2019-）
林業だけでなく地域の課題解決として地域レベルの

政策を活性化させるためのコンサルティング

＋
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創業以来の基本文化

林業地と都市の使い手をつなぐ

西日本を軸に

小国町と智頭町の連携から始めた
取り組みを私たちは愚直に継続します

「山を代表する森林組合と都市を繋ぐ」

マッチング・コーディネート
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西日本都市部への智頭材営業展開事業
 2016年から地域創生連携活動コンソーシアム事務局を中心に展開し

てきた鳥取県外に対する智頭材の普及展開事業

 2019年度から新たに覚書を締結し、新たな営業展開事業を実施

 大阪を主たるターゲットとした智頭町森林組合と木の使い手の直接取
引を実現する営業展開事業

「400年の歴史を支える森林組合」
智頭町森林組合

森林組合木材加工センター

一般社団法人
地域創生連携活動
コンソーシアム
(事務局＋営業)

床和会
グループ

(営業エージェント)

智頭材営業展開事業（2019年度～）

顧客の紹介
森林組合と都市部の
直接取引機会の提供

都市と地域を繋ぐ営業部隊

指定材料提供

西日本の都市部
を中心とした
工務店などの
「木の使い手」

•森林組合から木を買うことを

喜んでくださる使い手とのマッ
チング

•組合の生産現場との調整も含
めたコーディネート
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2019年度からの新たな飛躍

 この社団法人が地域のお役に立てることは何か？という
ことを改めて問い直してきた

↓
林業のみならず、地域を支える中小企業が抱える日頃の

小さな課題解決を幅広くキャッチアップする

↓
例えば、地域の企業様が専門機関に相談しづらいような

様々な技術的課題の解決・助言など

技術はあるのだが書類化が苦手な地域の企業様の課題
に応えるコンサルティングなど

海外への中小企業展開に関するコンサルティングなど

 「相手に寄り添う」丁寧なコンサルティングができる
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組織体制（2019年度～）

 代表理事 ：加藤久明 （大阪大学産業科学研究所特任助教）

 理 事 ：仲上健一 （立命館大学名誉教授・立命館アジア太平洋大学名誉教授）

中村盛一 （株式会社 雄交）

黒瀬浄弘 （床和会グループ 代表）

 監 事 ：加藤晴明（東京都化粧品装粧品小売協同組合）

 事 務 所 ：大阪府豊能郡豊能町木代524番地
（TEL：072-703-2661 / FAX：072-703-2662 / E-mail: info@chiikisousei.jp）

 Webサイト： https://chiikisousei.jp/
 Facebook： https://www.facebook.com/chiikisouseirenkeiconsortium/
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代表理事プロフィール

博士(政策研究)；大学院において組織研究と福祉系NPO
における参与観察、企業におけるビジネス経験を経て、
2008年から立命館大学においてエネルギー政策の研究に

携わる。バイオマスへの燃料転換シナリオを検討する際に、
森林経営が立ち行かなくなるのでは？という疑問を持ち、
林業地に飛び込み、立命館初の木材活用PJを立ち上げる。

2011年から総合地球環境学研究所において、水資源環
境に関する大型PJの運用に従事し、プロジェクト終了まで
の約5年近くにわたりインドネシア、トルコを中心に海外の圃

場や森林における調査研究・観測、実務契約から現地交
渉までを取りまとめた。その他、中国、フィリピンなどを中心
に多くの共同研究や産学連携に携わる。

2016年から志ある林業地と共に地域創生連携活動コン

ソーシアムを立ち上げ、同時に大阪大学産業科学研究所
において、社会ニーズと大学の技術シーズの産学連携コー
ディネーター業務に従事。

加藤久明

代表理事
兼

事務局長

http://hisaakikato.biz
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事業の出発点としての
第1ステージ(FY2016-2018)
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出発点：山と都市を繋ぎながら未来を共に創る

森林と木材の使い手を繋ぐ

日本の歴史ある林業地の原点と向き合う

先人から継承してきた森林を改めて知る

様々な「よそ者」と繋がり、評価される

地域資源としての木材の使い方を考える

継承してきた材の良さを伝える

共創の輪を次世代に継承する
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大阪梅田に打って出た3年間(FY2016-2019)

 なぜ、小国町と智頭町がタッグを組んで大阪に出てきたのか？

 西日本の中核である大阪
＋

森林資源が豊富な中国、九州の代表的な林産地
(1) 中国：森林セラピーだけでなく、森林経営を機軸とした町づく
りを仕掛ける鳥取県智頭町
(2) 九州：環境モデル都市だけでなく、森林経営に関するイノベー
ションを数多く仕掛け続けている熊本県小国町

 「歴史ある林産地の雄が、西日本をキーワードにタッグ
を組み、大阪に出て活動をする」
第3者間で評価され、鍛えられる：わが子を褒めても誰も納得
しない。第3者に認められることで、初めてブランドは成立する
林業地と木の使い手たちの新しい関係づくりができる
イノベーションの場としての西日本の中核たる梅田の価値UP
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林業地と使い手をつなぐマッチング・コーディネート

 マッチング・コーディネート：西日本を軸に林業地と使い手をつなぐ

 背景：コンソーシアム立ち上げの際に見えた諸課題

A) 木材の使い手側と供給者である山の側のニーズ／ウォンツの情報流通を改
善しなくてはならない

B) 林業地と使い手が、木材の「適材適所」を共につくりださなくてはならない

C) 山の側から見えていることを、もっと木材の使い手となる人々にも理解しても
らう仕組みづくりが必要

D) 良い材を使っても、「材が見えない」厳しい時代

E) 工業製品として売っていくことができる開発も求められる現状

↓
 2020年に向けて「木の活用」が簡単に提唱されている

 だが、現実はそう簡単ではないと我々は認識している

 材の使い手と林業地のコラボレーションの仕組みを再設計しなく
てはならない
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地域材の「2020年問題」に立ち向かってきた

 2013年10月に施行された
「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
（建築物省エネ法）」

 現在は大型建築物が中心だが…
2020年には、300㎡未満の建築も対象となり、「義務化」

 何が求められているのか？：新しい住宅を建てる時には、
(1) 夏に27度、冬に20度を保てるように断熱化をすること
(2) 一時消費エネルギー量が一定枠で済むように設計をすること

 何が狙いなのか？
(1) 建物外被の高断熱・気密化
この点が地域材住宅にとって大きなインパクトを持つ
(2) 高効率設備利用の誘導

↓

 「地域材を活かした美しい木の家」の未来を自分たちで
切り拓かなくてはいけない
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大阪富国生命ビル まちラボ E区画「林業地連携ラボ」

小国町ブース 智頭町ブース

展開期間：2016年6月1日～2019年3月1日
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2016～2018年度における主要な活動

①対話・交流事業：発足記念シンポジウム(2016/10/14 於：大阪大学中之島センター）など

石破 茂 先生による基調講演 様々な地域・立場の異なる関係者を交えたディスカッション

②各種の講習会事業、地域活動の支援：WOOD.ALC 講習会、智頭材講習会など

WOOD.ALC 西日本普及協会による
「WOOD.ALC 講習会」( 小国町森林組合)

智頭町森林組合と智頭町役場による
「智頭材講習会」

③各種の地域活性化に関するコンサルティング事業：地域政策への助言・提案
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2016～2018年度における主要な活動

③人材育成を兼ねた実践ワークショップ
「姫路「わびさびにっぽんの家」プロジェクト」
（智頭町森林組合）

④エネマネハウス2017
「この郊外の片隅に：わたしと家の約80年のも
のがたり」(早稲田大学・芝浦工業大学チーム)
(小国町森林組合)
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智頭町の活動概要

 町役場としての活動展開
1. 町に関する広報資料の設置

2. 企業向け森林セラピー事業の展開
(CSR活動との連携だけでなく、社員の健康促進のための社会的活動)

3. 木育イベントの実施

4. 観光交流事業の企画
(初年度は、森林組合主催の智頭材見学ツアーとの連携を予定)

5. 移住定住相談会の開催

6. 森林に関連した新商品開発のための意見交換会

 森林組合としての活動展開
1. 試作商品の展示

2. 地域材展開に必要な営業活動
各種の商談ならびに地域材への理解を深める活動

3. 地域材販売促進・PR事業の企画
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小国町の活動概要：小国町森林組合

材に関する展示や販売促進

1. 集成材を活用した大型非木造：WOOD.ALCに関する事業
・中小規模の建設業をターゲットとした普及活動
・「西日本WOOD.ALC普及協会」の活動拠点
・「WOOD.ALC大阪・京都推進協議会」による
多業種を巻き込んだコラボレーション

2. 小国杉アロマの展開・広報

イベント活動

1. WOOD.ALC普及に向けた活動展開

2. 小国町から大阪へ商品販売に来る方々との連携
・小国から発信をする人たちを応援する仕掛けづくり
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「地域材パネル事始め」としてのWOOD.ALC
1時間の準耐火性能をもつ新しい
集成材。

カーテンウォール（帳壁）として、従
来のALCの代わりに使用すること
ができる。

西日本における普及協会の窓口を
小国町森林組合が担っている。
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「地域材パネル事始め」としてのWOOD.ALC
WOOD.ALC (外壁用木製集成材; Wood Attain Low 

Carbon Society)とは？
・構造：厚さ30～45mmのラミナ（間柱）を積層接着し、厚板パネル化
した集成材であり、鉄骨造との相性がとても良い（現在は45mmラミ
ナの10枚貼りが主流となっており、30mmの15枚から製造可能）
・原料：スギ、ヒノキ、アカマツ、カラマツ
・耐火・耐力壁性能：1時間準耐火、非耐力壁

 品質管理などを「日本WOOD.ALC協会」が全面サポート

 西日本における普及については、「WOOD.ALC西日本普及協会」が
全面的にバックアップ

↓
いきなりCLTに手を出せない林業地も、WOOD.ALCを通

じて木質厚板パネルに習熟することができる
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様々な集成材
(1) CLT (Cross Laminated Timber)
・構造：ひき板（ラミナ）を並べた層を、それぞれの層が互いに直行するように積層接着している。これにより、
高強度の大判パネルを作ることができる

・原料：スギ、ヒノキ、カラマツ

・耐火・耐力壁性能：準耐火構造(3階まで)、1時間耐火構造(4階まで)、2時間耐火構造(5階以上)、耐力壁
として使用可能

(2) LVL (単板積層材; Laminated Veneer Lumber)
・構造：厚さ3mmの薄いラミナを積層している。材料としての歴史は古く、第二次世界大戦中の飛行機の木
製部材などをルーツとしており、戦後も「平行合板」という名前で生産されてきた歴史を持っている。

※LVLと集成材の大きな違いは、積層させる板の厚みにあります。前者では厚さ数ミリ単位、後者では1セン
チ以上の厚みの木材を積層します

・原料：スギ、アカマツ、カラマツ

・耐火・耐力壁性能：1時間準耐火耐力壁、1時間準耐火非耐力壁、30分準耐火非耐力壁

(3) WOOD.ALC (外壁用木製集成材; Wood Attain Low Carbon Society)
・構造：厚さ30～45mmのラミナ（間柱）を積層接着し、厚板パネル化した集成材であり、
鉄骨造との相性がとても良い（現在は45mmラミナの10枚貼りが主流となっており、
30mmの15枚から製造可能）

・原料：スギ、ヒノキ、アカマツ、カラマツ

・耐火・耐力壁性能：1時間準耐火非耐力壁
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CLTは魅力的な材料だが…
製造設備を新設しなくてはいけないことがネック

どのように製造設備を減価償却できるのか？現状は厳しい

出典：日本CLT協会資料より

WOOD.ALCの普及推進に取り組む理由
間柱を接着するため、ラミナの在庫を必要としないこと。鉄骨造と
の相性の良さ、追加生産設備が最小限、耐火性とデザイン性

↓
地域の社会経済構造に与える負担が最小限であり、機能性が高い
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我々がWOOD.ALCを推進する理由

既存の製造設備を活用できる！
WOOD.ALCはCLTと異なり、既存の30mm厚
のJAS規格の間柱を生産する設備を応用して作る

ことができる（生産コストを抑制しながらなお、付加価値の高い
木質材料を創出するポテンシャル）

既存の非木造工法との共存が容易
「鉄骨造＋WOOD.ALCによる外壁木質化」
構造は既存の鉄骨造に任せながら、面積の大きい外壁

の木質化を担当する（構造という面でも、非木造と対立構造を

生まない）。300坪の集合住宅で最低100㎥以上の木材を
必要とする
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町と森林組合のコラボレーションのあり方から考える地域創生

地域連携の中で見えてきたこと
「町と森林組合のコラボレーションのあり方」
最適なファンディング・システムの構築
町と組合：お互いの実現したいことのすり合わせ
民間事業者とのコラボレーション

それぞれの地域が実現したいことがあり、そこにそれぞれの
地域が持つ個性豊かな材の活用のあり方

「地域材＋α」という考え方：αのカタチはさまざま
（交流人口の増加、地域材の売り上げアップ…）

最終的には、新しい地域の経営のあり方を示すレベルまで
成長を遂げることを目指してきた
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さらなる飛躍を目指した試み（FY2016-2018）

日本の優れた森林資源を世界と繋ぐ

JAPANブランド木材
高付加価値製品輸出戦略

歴史ある林業地の木材と文化の輸出を目指して
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「JAPANブランド木材」発想

地域創生連携活動
コンソーシアム（国内）

「JAPANブランド木材」
輸出事業（海外）

世界と向き合うため、
歴史ある林業地の材
を「JAPANブランド」とし
て売る統合化戦略

歴史ある林業地連携
個々の地域の材の個性を活
かしたマーケティング
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世界のビジネスハブであるドバイをから世界を目指す

ターゲット：アラブ首長国連邦 ドバイ首長国
（アラブ首長国連邦 アブダビ首長国、サウジアラビア王国
の住宅用を中心とした木材需要に関する情報も獲得し、同
時並行で獲得を目指す）

実施体制

① 多様な創意工夫能力、UAEドバイを中心とした
豊富な海外展開経験と知恵がある株式会社アルチエ

② 歴史ある林業地を束ねる(一社)地域創生連携活動コン
ソーシアムが持つ調整能力

③ コンソーシアムに参加した林業地（熊本県小国町、鳥取
県智頭町）（FY2016-2018）
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「JAPANブランド木材」を世界に出す

輸出するのは良いのだが…、

原木を育て、管理する地域の山主や森林組合に利益を還
元できる事業モデルの確立が急務

↓
日本を代表する歴史があり、誇れる地域の木材を世界に展

開する戦略の下に、木材、様々な産品や文化を輸出し、新
たな市場開拓を行うことを通じて事業モデルを構築する

↓
理由：海外の富裕層をターゲットとして市場獲得を行う場

合、その商品が持つブランドとしての「歴史の古さ」と「材料
の質の高さ」が基本要件となる
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参考：事業環境および分析

森林資源としての木材の輸出状況を概観すると、この10年
で約10倍以上の伸びを見せているが、その大半は中国・韓
国・台湾を主体とした丸太輸出である。

平成30年度には100万立米を突破すると見られる丸太輸
出量は、平成29年度の段階で約97万立米に増加したが、
その市場の9割以上は中国（約78万立米）・韓国（約13万
立米）・台湾（約6万立米）であり、その他の輸出国は約6千
立米に止まる。

このような木材輸出市場の偏りは、地理的に近いため輸送
コストが安価であり、劣化も少ないということがあると推察
される。この点については、日本の木材輸出の約80％を占
める九州が先進している。
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実績：ドバイ「二畳茶室」プロジェクト

 「歴史と伝統を有した杉」による本物の日本を知り、感じていただ
くため、日本の歴史ある林業地を中心とした「開発」とUAEドバイ
を舞台とした「実践」の2つの場を設定したプロジェクトを実施した
（2017年度に実施）

「二畳茶室」開発グループ
鳥取県智頭町

（智頭町役場山村再生課、智頭町森林組合）
ミウラクワノパートナーシップ有限会社

(一社) 地域創生連携活動コンソーシアム

株式会社アルチエ
UAEドバイ常設展示場

現地デモンスト
レーション企画

智頭材「二畳茶室」プロジェクト

実践結果の
フィードバック

厳選された
パッケージの
提供

実践の場

開発の場

株式会社アルチエ

UAEドバイ
常設展示場

現地デモンスト
レーション企画

「二畳茶室」
開発グループ

• 「歴史と伝統を有した日本の杉」によ
る茶室の常設展示と現地展開を担う

•開発グループは、常設展示場への話
題作りという点でアルチエ様に貢献

• UAEドバイに赴き、現地常設展示場

において搬入から組み立てまでを行
うデモンストレーション企画

•智頭材による「二畳茶室」開発を行う

•設計・企画、材料調達、資金調達、各
種調整などを担う
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実績：ドバイ「二畳茶室」プロジェクト
プ ロ ジ ェ ク ト 名 称 「二畳茶室」プロジェクト(The Nijyo-Chasitsu Project)
材 料 智頭町森林組合から産出・製材された「智頭杉」を使用

設 置 場 所

アラブ首長国連邦 ドバイ首長国
「ブルジュ・ゲート・タワー（Burj Gate Tower）」10階、ジャパン・アラブ・ビジネ
ス・センターオフィス（JABC: Japan Arab Business Center）内に設置
（Address: 150 Sheikh Zayed Rd, Dubai, UAE）

「二畳茶室」設計会社 ミウラクワノパートナーシップ有限会社

現地における施工者
ミウラクワノパートナーシップ有限会社 (http://mkp.main.jp/)
株式会社ビエント大阪 （http://www.viento-osaka.co.jp/）

現地における施工日 2017年12月10日

プ ロ ジ ェ ク ト 体 制

主に以下の2つのグループおよび協力企業をベースとして、(一社) 地域創

生連携活動コンソーシアムが全体のコーディネーターとして連絡調整業務を
担当する形でプロジェクトを実施しました。

 「二畳茶室」開発グループ
ミウラクワノパートナーシップ有限会社 （設計・施工・監理全般）、
鳥取県智頭町役場山村再生課 (事業構築)、智頭町森林組合 (材料)、
(一社) 地域創生連携活動コンソーシアム (全体統括)

 現地展開グループ
株式会社アルチエ (https://www.archie.co.jp/)
ジャパン・アラブ・ビジネス・センター （JABC）
Entrepreneurs Business Services (EBS) (http://www.ebsuae.com/)

 協力企業
株式会社谷岡ドレス（http://www.volcan88.com/）
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実績：ドバイ「二畳茶室」プロジェクト
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海外展開事業環境および分析

事業の将来として考えた場合には、付加価値のある製材
輸出が必要であるが、近年においても増加傾向が緩やか
な状況が続いている。

製材輸出は平成27年頃までの数年間は横ばい状態（約6
万立米/年）が続いたが、28年に約9万立米となり、29年に
は約13万立米に増加している。

その半数は中国向け（約6万立米）であり、次いでフィリピン
（約3万立米）、韓国（約8千立米）、その他の国々（総計約
2.6万立米）となっている。

しかし、付加価値を付与した製材輸出は総量から見ればま
だわずかに止まっており、森林資源の輸出事業としてはこ
のカテゴリを伸ばさない限り、経済的/地域環境の両面から
見ても持続可能性は無い。
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事業環境および分析

現状における丸太輸出は、立米あたりの単価が7千～9千

円に止まるが、現実には輸送コストなどを転嫁することとな
り、事業の粗利率は低い。

さらに、原木育成には50年以上の時間がかかるため、国

内需要の減少に合わせて丸太輸出を増大させた後、再造
林にかかるコストを輸出商品に盛り込めなければ、持続可
能な地域の森林経営に繋がることはない。

また、輸出市場の大半を占める中国についても、その需要
や為替動向などの市場変動に左右されやすいというリスク
があり、新たな市場の開拓が必須である。

さらに、中国が多く丸太を輸入するニュージーランド産丸太
は価格引き下げ余地が大きいため、価格競争になれば生
産費用が高い日本産材では太刀打ちが困難である。
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